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徐福伝説・日本

http://www.asukanet.gr.jp/tobira/jofuku/jofuku.htm 古代史の扉より
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中国 ： 文献史料
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秦始皇 本紀 - 中国史春秋戦国 等より引用・追記
gongsunlong.web.fc2.com › sinsikou-h



徐福論をトンデモ「研究」とする批判
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徐福論：最初の個人的印象
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縄文時代から弥生時代へ変化
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縄文から弥生の変化は「大変革」
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弥生渡来人が海外から移住して来たのならば
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弥生渡来人と似た骨格を持つ人が出土した遺跡
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和佐野喜久生著「東アジアの稲作起
源と古代稲作文化」より
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1万年～9千年前の海岸線は？
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日本に水田稲作（温帯ジャポニカ米）を最初にもたらした渡来人
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焦庄遺跡

菜畑、板付、新町遺跡

崧沢・銭山漾遺跡

松菊里遺跡
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戦争は弥生時代
から始まった。

初期の戦争遺跡

△ ： 縄文晩期末～

弥生前期前半

• 縄文時代は戦争が無
かった。

• 弥生式（遠賀川式）土
器を持つ渡来民が
日本全国に拡散した頃
に、戦争が始まった。

• 遺骨の出土は

• 支石墓

• 初期型の甕棺
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20
１次渡来民の初期水田・支石墓 と 2次渡来民の甕棺内の戦傷遺跡

（橋口達也「弥生時代の戦い」中ＫⅠ・Ⅱ：早期を参照）

雀居遺跡

梅白遺跡

板付遺跡

金隈遺跡

菜畑遺跡

曲り田遺跡

橋本一丁田遺跡
新町遺跡

長野宮ノ前遺跡

志登遺跡

石ヶ崎遺跡

井田用会遺跡

新町・長野宮ノ前遺跡は戦傷者が各２名
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一次渡来民とその水田稲作の集落は、2次渡来民に報復襲撃を受け、集落の主が置き換わった

宇木給田遺跡ｘ3

曲り田遺跡 三雲石橋遺跡

三雲石ヶ崎遺跡
潤地頭給遺跡ｘ2

飯氏遺跡ｘ2

周船遺跡

板付遺跡

有田遺跡

吉武大石
遺跡ｘ6

吉武高木
遺跡ｘ3

須玖岡本遺跡

永岡遺跡ｘ2

西小田遺跡
ｘ9

菜畑遺跡

長野宮ノ前遺跡

新町遺跡



先住渡来民の居た新町遺跡では

• １次渡来民側の遺跡の付近の殆どには、

• ２次渡来民側の勝利した戦傷遺跡が存在した。

• 新町遺跡では、２次渡来民の勝利した戦傷遺跡が、近くに存在
しない

• 墓域は、 ・ 支石墓の下に甕棺が埋葬され、

• ２次渡来民の墓が侵入し、

• 空いた墓域は、２次渡来民用になって居た。

• どう解釈する！

• １次渡来民側が、２次渡来民の集落を襲い、

• １次渡来民側が勝利

→支石墓に眠る戦傷遺骨（縄文系）

• ２次側が、体制を立て直し、全面戦争を行い、

• 全ての１次側渡来民の集落を襲い、

• 占拠した

• 戦争で殺されたのは、壮年の男で、

• その外の住民は、死ななかったものとみる。

• 先住・旧渡来民の村は、水田・耕作地を含め

2次渡来民の村となった。

 ２次渡来民側の勝利した戦傷遺跡が無い場合も、先住渡来民
の集落は、戦争に会ったものとみられる。
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：先土器・縄文
：弥生前期
：弥生中期
：弥生後期
：弥生終末期
：古墳以降
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弥生初期の土器変遷図
第47回 埋蔵文化財研究集会

弥生文化の成立
－各地域における弥生文化成立期の

具体像－ 発表要旨集
2000年2月11・12日高知城ホール
北部九州における弥生文化の成立

福岡市教育委員会菅波正人氏の図より

 北九州では、

• １次渡来民が使用した夜
臼I式・夜臼IIa式・夜臼式
IIb式は、ある段階から、

• 同時期に、

• 全ての場所で、

2次渡来民の遠賀川式
土器(板付式)に置き換
わるか、消滅した。

• 両方式が並存する時期が
あることから、この変換期
には、

• 全員抹殺ではなく、

• 多くの住民（特に土器を
製作した女性達）は、生
き延びたもの

と推察する。
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倭人・日本人の Y-ＤＮＡ
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「陳」一族

媯 媯
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倭人の渡来元はどこか？31
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徐福村発見の初報 1984年4月18日
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徐福の遺跡・遺物など

。
参考文献 羅其湘・飯野孝宥共著 「弥生の虹桟 徐福」

程天良著 池上正治訳 「徐福 霧のかなたへ」
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瑯瑯

徐福村

大王坊村

徳間書房刊

司馬遷 史記I」
覇者の条件

市川宏+杉本達夫訳

春秋時代の中国の図

に色などを付加

春秋時代の中国

徐州
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徐福一族の先祖は 誰か！
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黄帝からの系譜と顓頊（せんぎょく）の末裔
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春秋・戦国時代の肌寒い事実
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コメント
：

Y-DNA遺伝子
の分布を含む
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倭人の渡来元と徐福の拠点は一致 次の課題は？

• 日本人のもう一つの祖先：弥生渡来民は、倭人で、その渡来元を探ってみたが、倭人の骨
格・体躯、甕棺、米の品種、Ｙ-ＤＮＡなどは、いずれも、中国山東省付近の可能性を示した。

徐福の居住した徐福村がその山東省：山東半島の付け根、神連雲港付近に見つかり、徐
福とその一族が、倭人であった可能性が高いことが判明した。

• 徐福の一行が、史記の淮南衡山列伝の示すように、子供達3000人を連れて日本に到達し
ていたのならば、移住と考えると、合計渡来人数は1万人を超えることが推定される。

– では、ＢＣ219年とＢＣ210年の2回の到来した倭人が、弥生時代の末期までに人口100万人超に
なれたのか？ この疑問が生まれてくる。

– 埴原和郎の100万人渡来説では、日本国内の人口増加では不足し、長期間・継続的に渡来人が
来たとのしている。

• 徐福一行が、ＢＣ210年に1万人で渡来し、400～500年で、百万人の人口になるか、検討
してみる。
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縄文末期から古墳時代までの人口



41

埴原 和郎の日本人二重構造論を図示したもの
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弥生渡来民/先住民の集落間の人口増減モデル

弥生
渡来民

誕生

死亡

先
住
民

移住

誕生

死亡

婚姻

殺戮



弥生時代の人口増加率
43
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人口増加を数値モデル化し、シミュレーション

Excelを用いて、各年の人口の変化を算出し、50年～200年の推移を表とする。

• 初期の先住民の数を10,000人と
し、渡来集団の数は100から2000
人まで変化し試みる

• 自然人口増加率は、弥生渡来人
を年率1％とする。

• １９５０年から１９６０年の年
率が1.2％。

• 弥生中期の九州隈・西小田
遺跡の年増加率1.09～
1.31％

• 先住民の自然増加率は、停
滞気味の0.1％とした。

• 婚姻などの目的で渡来集団に組
み込まれた人の数は、
渡来集団の人数の1％／年
とする。

• トラブルにより殺戮される先住民
の数を、
渡来集団の人数の0.5％／年
とする。

自然
増

殺戮さ
れた人

自然増

人数 人数 人数 人数 人数 比率 人数 比率

0 10,000    100 　 　 　
1 10,008      10   1 1 1 102 101 99% 1.0 1% 100%
2 10,016      10   1 1 1 104 102 98% 2.0 2% 100%
3 10,024      10   1 1 1 106 103 97% 3.0 3% 100%
4 10,032      10   1 1 1 108 104 96% 3.9 4% 100%
5 10,040      10   1 1 1 110 105 96% 4.9 4% 100%
6 10,048      10   1 1 1 112 106 95% 5.8 5% 100%
7 10,056      10   1 1 1 114 107 94% 6.8 6% 100%
8 10,064      10   1 1 1 116 108 93% 7.7 7% 100%
9 10,072      10   1 1 1 118 109 93% 8.6 7% 100%

10 10,080      10   1 1 1 120 110 92% 9.5 8% 100%
11 10,088      10   1 1 1 122 112 91% 10.4 9% 100%
12 10,097      10   1 1 1 124 113 91% 11.3 9% 100%
13 10,105      10   1 1 1 126 114 90% 12.2 10% 100%

年

先住民の集落 渡来人の集落

渡来人DNA 先住民DNA集落合計

+増＋組

（渡来
+

先住
民）
比率

集落合計

＋増－殺
ｰ組

渡来集
落に組
込まれ
た人

先住民族の集落 単位 弥生渡来民の集落 単位

10,000 人 X 人

0.1 ％ 1 ％

1 ％

0.5 ％

初期人口
自然増加率
婚姻・移住

殺戮

この表の年数を200年～400年に増やし、50年／100年／150年／200年の時点の
数値を、取り出して、表として算出する。



何人の渡来人が来たのか？
45

3,610

4.395 9,724

10,000

9,863

500

20,252

初期

100年後

150年後

200年後

7,226

17,442

10,000

6,219

1,000

28,694

14,493

25,040

10,000

1,357

2,000

41,187

先住民
の村

弥生渡来
民の村

先住民
の村

弥生渡来
民の村

先住民
の村

弥生渡来
民の村

106年後に
先住民

の村は消滅

（82％ - 12％）
（75％ - 25％） （64％ - 36％）

148、211

400年後

209,959
301,339

175年後
に

先住民の
村は消滅

140年後に
先住民の村

は消滅

（82％ - 12％） （75％ - 25％）

（64％ - 36％）



人口シミュレーションを全国へ適用
46

九州2か所 瀬戸内 近畿 太平洋側 日本海側 合計

縄文人 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 100,000 

初期弥生人 2,000 2,000 1,000 2,000 500 500 500 500 500 500 10,000 

100年後 15,850 15,850 13,445 15,850 13,473 13,473 13,473 13,473 13,473 13,473 141,833 

150年後 25,010 25,010 17,442 25,010 14,119 14,119 14,119 14,119 14,119 14,119 177,186 

200年後 41,187 41,187 28,694 41,187 20,252 20,252 20,252 20,252 20,252 20,252 273,767 

400年後
301,339 301,339 209,959 301,339 148,211 148,211 148,211 148,211 148,211 148,211 

2,003,242 

602,678 209,959 301,339 444,633 444,633 

36% 25% 36% 12% 12% 24%



単純に自然増加率で算出した場合

2,701

4,443

10,000

11,051

1,000初
期

100年後

150年後

200年後 7,311

11,617

12,131

35

400年後

53,516
14,915

7,226

17,442

10,000

6,219

1,000

28,694

（75％ - 25％）

209,959

140年後に
先住民の村は消滅

（75％ - 25％）



民族移動を可能とする
船舶と航行技術の有無？

•
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徐福の居た 斉の国・琅邪の船舶に歴史
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最古の水田稲作稲作は、徐福到来よりも200年も前
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文字の使用 （伊都国人と文字 - 第4回伊都国フォーラム資料より図借用3枚）

• 外交文書、輸出入文書や公文書が、女王国で使われていたことは、彼等が漢文と漢字を操っていた
こと疑問は無い。

• 日本人の言語能力： 日本語を話し、漢文を読み書きできることが、教養人・官の必須素養。

• 古代から江戸・明治まで、必須能力であったと思われる。卑弥呼の時代に倭人伝に記されている。

• 文字を書いた証拠である石硯（弥生時代）が複数出土している。

・ 糸島市三雲番上遺跡 ・ 筑前町薬師ノ上遺跡

・ 東小田中原遺跡 ・島根県松江市田和山遺跡

• 土器などに刻まれた又は墨書きされた文字が多数出土。
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基本的な疑問の解明






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徐福論 まとめ
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